
第23回日本褥瘡学会 九州･沖縄地方会 学術集会　日程表案
会期：2026年5月8日（金） 　

会場：ホテルコレクティブ（那覇市松尾 2丁目5-7）

2階 中宴会場C 4階レストラン　ラ・プラータ

プログラム会場 懇親会会場

84席 80席（最大100名）

ホテルコレクティブ

15:00

18：00～受付開始

16：30～17：20　教育講演1

チームビルディングに役立つ臨床倫理

14:00

16:00 16：00～受付開始

17：30～18：20　スペシャルセミナー

難治性褥瘡治療へ：リジェエネラマイクログラフトの応用

22:00

18:00
座長：上村 哲司、演者：馬場 香子、上原 幸

共催：TMSC株式会社

演者：金城 隆展
（琉球大学　地域・国際医療部 特命助教　臨床倫理士）

19:00

17:00

20:00

21:00

18：30～20：30
沖縄ウェルカムパーティー（学会懇親会）

参加費 3,000円（事前・学術集会参加者）

5,000円（当日・学術集会参加者）

10,000円（懇親会のみの参加者）

ホテルコレクティブ那覇
那覇空港からモノレール県庁前駅までの乗車時間13分

モノレール県庁駅前から徒歩10分、タクシー5分



第23回日本褥瘡学会 九州･沖縄地方会 学術集会　日程表 2026/2/9時点

会期：2026年5月9日（土） 　

会場：沖縄コンベンションセンター

展示場 展示場

受付 クローク 企業展示 A会場 B会場 C会場 D会場

準備室南1 会議場A1（400席） 会議場A2（105席） 展示場（200席） 展示場内（54席）

スイーツセミナー1

座長：貴志　和生、演者：勝連　今日子

一般演題　6演題

スイーツセミナー3

13:00
総会

13：15～14：15（60分）

特別講演 13：25～14：15（50分） 一般演題　7演題

調整中

14:00 座長：清水 雄介

演者：高山 義浩

14：25～15：10（45分） 14：25～15：10（45分） 14：25～15：10（45分）

12：50～13：10　(20分)

教育講演5

沖縄県における皮膚科遠隔診療実装に向けた取り組みと展望

演者：内海 大介

13：15～14：15（60分）

15：20～16：10（50分）

「慢性創傷へのアプローチ～スキンケアからNPWTの最新の適応～（仮）」 褥瘡治療における新たな選択肢 ― PRP療法による創傷治癒の可能性 ―

座長：門田 英輝　、演者：上村 哲司、大重　まどか 座長：髙木　誠司、演者：辻　依子、鈴木 翔太郎 座長：　　　、演者：直海　倫子

16:00 調整中

16：10～16：20　開会の辞

17:00

18:00

スイーツセミナー2

15：20～16：10

15：30～16：10（40分）会長企画 一般演題　6演題

医療現場におけるチームビルディング
～失敗を力に変え、一人ひとりが輝く『One Team』へ～企業展示終了

15:00
共催：スミス・アンド・ネフュー株式会社 調整中

講師：伊藤 亮子
（仮）　2026年診療報酬改定でどう変わる？

：地域連携と在宅医療の未来 共催：ケープ
演者：大城 清貴

（摂食・嚥下障害看護認定看護師）演者：高水 勝

10:00

久場 良吾

外間 美千代

山下 真里菜

座長：久場 良吾

藤平 舞

褥瘡ケアをもう一歩先へ～口から食べる意義を考える～

ハンズオンセミナー1

10：00～11：30（90分） 10：00～10：50（50分） 10：00～10：50（50分） 10：00～11：30（90分）

現場を動かすチーム作り～主役は私達だ～ 褥瘡と間違いやすい皮膚疾患

9：55～10：00　開会式

皮膚を守り生活を支える『優しいポジショニング』
〜困難ケースを解決に導く姿勢管理の基礎と実践ポイント〜演者：宮城　拓也

世話人会（予定）

9：30～15：30
参加者受付

9：30～16：00
企業展示

沖縄コンベンションセンター

展示場 会議棟A

9：30～16：30
クローク

12:00 11：55～12：45　(50分) 11：55～12：45　(50分) 11：55～12：45　(50分)

ランチョンセミナー1 ランチョンセミナー2

地域包括ケアにおける多職種連携の展開
ゆいまーるの沖縄社会より

7:00

8:00

8:30世話人会受付

8:45～9:45（60分）

9:00

シンポジウム 教育講演2 一般演題　6演題

11:00
10：50～11：40（50分） 10：50～11：40（50分）

教育講演3 教育講演4

共催：ソルベンタム合同会社 共催：ロート製薬株式会社 共催：株式会社モルテン

ランチョンセミナー3

シンポジスト


